
立 山 町 水 道 事 業 経 営 戦 略 

平成 30年度～平成 39年度

平 成 30 年 3 月 



平成 30 年 3 月

平成 30 年度 平成 39

１．事業概要

（１）

① 給　水

人

人

千 ／ha

② 施　設　

％

③ 料　金

団 体 名 ：

事 業 名 ：

有 収 水 量 密 度

立山町

水道事業

施 設 能 力 12,000  ／日

計 画 期 間 ：

11

～

立山町上水道事業経営戦略

事業の現況

301 千ｍ

管 路 延 長

水 源

策 定 日 ：

年度

表流水、伏流水、地下水、湧水

浄水場設置数

配水池設置数

9

0.4

供 用 開 始 年 月 日 　昭和40年　2月 計 画 給 水 人 口 25,250

現 在 給 水 人 口 25,303法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

全部摘要

施 設 利 用 率 71.9

施 設 数

④ 組　織

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

平 成 26 年 4 月 1 日料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

課長1人

事務職3人 技術職4人

水道事業管理者(町長)

水道課　課長

水道管理係 水道施設係
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（２）

（３） 経営比較分析表を活用した現状分析

２．将来の事業環境

（１）

（２） 水需要の予測

　平成２７年度に「立山町人口ビジョン」を策定し、将来人口のシミュレーションを行っている。本計画では、その中で示された予測結果を基に給水
人口を算定した。給水区域内人口は減少傾向が続き、給水人口も減少傾向を続ける。

これまでの主な経営健全化の取組

（１）施設の老朽化に伴う効率的な更新対策
　管路や施設に経年劣化が現れており、管路の経年化具合や管種等を踏まえ、漏水発生の懸念がある管路を選定して更新している。
  また、老朽化が顕在化していた岩峅野調整池は、安全で安定的な水道システムへと再構築するために、平成29年度より更新工事を行ってい
る。
（２）民間委託の活用
  現在、水質検査業務・量水器検針業務・浄水場管理業務の民間委託を行っている。
（３）簡易水道等の経営統合
　経営の健全化を進めるため、平成25年度に千垣簡易水道・芦峅寺簡易水道、千寿ヶ原簡易水道、目桑飲料水供給施設を上水道事業に統合
している。

給水人口の予測

　平成２８年度実績による経営比較分析表を別途添付

　前章の料金体系で記載した通り、専用栓を用途別に分類している。よって、有収水量の予測は、用途別使用水量を過去の実績値より要因別に
分析し、各々設定する。

(単位：人)

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

給水区域内人口 26,253 26,044 25,835 25,626 25,417 25,208 24,999 24,790 24,581 24,372 24,165

給水人口 25,100 24,920 24,720 24,520 24,350 24,150 23,950 23,770 23,570 23,370 23,200

給水普及率 95.6% 95.7% 95.7% 95.7% 95.8% 95.8% 95.8% 95.9% 95.9% 95.9% 96.0%

(単位：m3/日)

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39 備考

生活用 5,752 5,746 5,687 5,615 5,552 5,482 5,413 5,348 5,280 5,212 5,174

業務・営業用 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140 140

官公署・学校用 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800 800

（３）

（４）

料金収入の見通し

　今回の検討で料金収入は、基本料金については、直近３ヶ年の給水戸数をもとに、将来の給水戸数を見込み、１戸当たりの基本料金を乗じて
算定した。超過料金についても同様に、直近３ヶ年の超過料金実績をもとに、将来の有収水量推計値に超過料金単価を乗じ推定した。

施設の見通し

[老朽化状況]
①構造物
   昭和40年代から昭和50年代に整備された施設が多く、耐用年数は経過していないが、平成40年頃には更新が必要となる。配水池等の主要構
造物で耐用年数を経過した施設はほとんど無いが、耐震性がない施設が多く、災害時を考慮し、耐震補強・施設更新等の対応が必要となる。機
械電気設備は、定期的に更新されているが、耐用年数が短いことから、今後も継続的に更新が必要となる。
②配管
   現在、他事業との同時施工等で定期的に更新を行っているが、耐用年数40年以上経過した管路が年々増加している。今後もこの傾向は続く
ため、更新需要は増加していく。
[施設の利用率]
   現在は、70%程度の施設利用率で、今後は水需要が減少傾向にあることから、年々施設利用率の低下が見込まれる。

有収水量 6,692 6,686 6,627 6,555 6,492 6,422 6,353 6,288 6,220 6,152 6,114

H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

年間有収水量

(千m3/年)

料金収入

(千円/年)

2,442 2,440 2,416 2,392 2,367 2,343 2,319 2,294 2,270 2,245 2,232

379,326 379,332 377,350 375,368 373,386 371,221 369,057 366,709 364,362 362,015 360,601
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（５）

３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

目 標 水道事業運営の健全性を保てるように、老朽化更新の平準化を進め、効率的に更新を行う。

今回の計画では、平成30年度は約650,000千円/年、その他の年度は約200,000千円/年程度の更新費用を見込んでいる。
[構造物]
主要な構造物の更新は、平成30年度に岩峅野調整池更新予定で、その後は大規模な事業予定はない。
[機械設備]
耐用年数を超過する施設の優先度・重要度等を考慮し、順次更新予定である。
[管路]
基幹管路等の優先度が高い管路を主に更新する。また、耐用年数を超過する管路についても優先度・重要度等を考慮し、水需要に合わせたダ

   現状では、8人体制で水道事業に関する事務手続きおよび施設運転管理に加え、集落排水事業等の下水道関係の業務も行っている。今後は
更新需要の増加が見込まれ、水道技術の継承も課題であるが、更なる業務の効率化を進め、数人の人員削減を検討する。

組織の見通し

◇基本理念
  近年の人口、使用水量減少による料金収入の減収、施設の老朽化に伴う投資費用の増加といった諸問題が、事業経営の悪化を招いている状
況である。
　今後も料金収入の減収傾向が継続すると予測される中、老朽化施設を更新するにあたり、施設の統廃合や管路の計画的な更新、施設の合理
化を図ることで最適な投資を行うことが重要となる。このような状況の中で、将来に渡って安全な水を安定して供給し続けるため、水道ビジョンで
掲げる『豊かな自然のおいしい水を次代のために』を基本理念とする。

◇基本方針
　基本理念実現のためには、将来も安定した水道サービスを継続していく必要があり、効率的な事業運営を実施するため、基本方針を下記の通
り定める。
①投資財源における起債充当率を抑制し、内部留保資金等の活用により、将来の更新ピークを見据えた財務基盤を構築する。
②水需要の減少を踏まえ、施設の長寿命化・管路のダウンサイジングの検討により、更新費用の削減と投資額の平準化を進める。
③水道事業の安定的な継続のため、人材育成の推進とさらなる業務の効率化により、経営基盤を強化する。

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標
今後の水需要動向や施設更新事業を踏まえた財政計画の立案、経費縮減や財源確保等の検討を行い、水道事
業経営の健全化に努める。

②　収支計画のうち財源についての説明

基幹管路等の優先度が高い管路を主に更新する。また、耐用年数を超過する管路についても優先度・重要度等を考慮し、水需要に合わせたダ
ウンサイジングの検討も行い、順次更新を行う予定である。

・給水収益
  料金水準および料金体系は当面現行を維持することとし、基本料金については、将来の給水戸数を見込み、１戸当たりの基本料金を乗じて算
定した。超過料金についても同様に、将来の有収水量推計値に超過料金単価を乗じ推定した。
・企業債
　計画年度内の企業債は、平成31年度以降は60,000千円と設定し、事業継続可能となるように企業債残高は年々減少していく計画とする。
・出資金、工事負担金等
　今後の大きな増減は無いと推定し、現状の実績値で推移すると設定した。
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資について検討状況等

②　財源について検討状況等

施設 ・設備の長寿命化等の
投 資 の 平 準 化

管路については、耐用年数の長い耐震管を採用し、更新する。施設については、重要度の高い施設を
前倒しで更新する検討を行う。

広 域 化
広域化検討会等に積極的に参加し、情報収集をし、隣接する市町村の状況を踏まえ、広域化の可能性
や連携強化について検討を行う。

料 金

そ の 他 の 取 組 特になし

当面は企業債の借入を抑え、起債残高を減少させることとする。将来、大規模な新規施設整備・更新
事業を行う際は、料金収入とのバランス・将来の企業債残高等を考慮して、企業債の割合を見直す。

浄水場管理・量水器検針業務等の定型業務を委託している。今後は業務の効率化を図る上で、包括
的民間委託、コンセッション方式の導入の検討を行う。

民間の資金 ・ ノ ウハウ等の活用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

・人件費
　これ以上の職員数の減少はないと想定し、現状の実績値で推移すると設定した。
・動力費、材料費、薬品費
　施設数の大幅な増減がないことから、現状の実績値で推移すると設定した。
・修繕費
　管路更新は行っていくが、漏水をなくすことは難しく、現状の実績値で推移すると設定した。
・受託工事費
　下水道の普及に伴い、下水道事業に関連する布設替工事が減少していることを考慮した見込額で推移すると設定した。

水需要減少の状況を見据え、各施設の更新時期には、施設の統廃合、基幹管路のダウンサイジング
等の検討を行う。また、管理センターについては、更新費用削減のため、浄水方法の見直し・代替水源
の可能性調査等を行い、必要によっては管理センターの廃止も視野に入れた検討を行う。

水需要予測の状況を踏まえ、施設・設備のスペックダウンの検討を行う。

平成38年度以降、純損失が発生する予測であり、料金収入等で賄えていない状況になることから、今
後５年間程度の水需要、給水収益の動向を見極め、水道ビジョン・経営戦略等の見直しと併せて、料金
体系の検討を行う。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

企 業 債

③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

浄水場管理・量水器検針業務等の定型業務の委託は、今後も必要なことから継続するが、委託内容を
検討し、費用の削減・効率化を進める。また外部委託をしていた調査・設計等は、内部で実施する。

継続的に施設・管路の漏水調査を行い、修繕計画を立案することにより、計画的な修繕工事を実施し、
有効率の向上を図り、修繕費用を抑える。また、修繕時に既設管を利用する管路更正工法等の採用を
検討し、長寿命化を進める。

今回策定した経営戦略は、定期的(5年間程度)に見直しを行い、計画と乖離がある場合には計画の見
直しを行い、安定した水道事業運営を行う。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）による
収 入 増 加 の 取 組

事業を行う際は、料金収入とのバランス・将来の企業債残高等を考慮して、企業債の割合を見直す。

繰入金を見込まず、経営の安定化に努める。繰 入 金

そ の 他 の 取 組

動 力 費
インバーターポンプの採用、照明設備のＬＥＤへの交換等、高効率型機器への更新などは継続的に行
い、使用水量に合わせたポンプのダウンサイジング（小型化）を進め、契約電力低減の検討を行う。

業務量の適正化、業務の効率化を検討し、人員削減も含め、適正な組織とするように努める。

特になし

職 員 給 与 費

施設の更新等によって生じた不要な施設の取り壊しを行い、貸付・売り払いなどの処分を検討し、財源
の確保に努める。

そ の 他 の 取 組 特になし

企 業 債

委 託 料

修 繕 費
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適

用
水
道
事
業

末
端
給
水
事
業

A
6

非
設

置
2
6
,
5
7
5

経
営

比
較

分
析

表
（

平
成

2
8
年

度
決

算
）

富
山

県
　

立
山

町

業
務

名
業

種
名

事
業

名
類

似
団

体
区

分
管

理
者

の
情

報
人

口
（

人
）

面
積

(
k
m
2
)

人
口

密
度

(
人

/
k
m
2
)

96
.0

0

98
.0

0

1
00

.
00

1
02

.
00

1
04

.
00

1
06

.
00

1
08

.
00

1
10

.
00

1
12

.
00

1
14

.
00

H
24

H
25

H
26

H
27

H2
8

当
該

値
1
03

.
54

1
01

.
66

10
2
.0

1
1
03

.
48

1
05

.
68

平
均

値
1
07

.
57

1
06

.
55

11
0
.0

1
1
11

.
21

1
11

.
71

①
経

常
収

支
比
率

(
％

)

0
.0

0

2
.0

0

4
.0

0

6
.0

0

8
.0

0

1
0.

0
0

1
2.

0
0

H2
4

H2
5

H
26

H
27

H
28

当
該

値
0
.0

0
0
.0

0
0.

0
0

0
.0

0
0
.0

0

平
均

値
9
.3

4
9
.5

6
2.

8
0

1
.9

3
1
.7

2

0
.0

0

5
00

.
00

1
,0

0
0.

0
0

1
,5

0
0.

0
0

2
,0

0
0.

0
0

2
,5

0
0.

0
0

H
24

H
25

H
26

H
27

H2
8

当
該

値
2
,2

3
0.

5
4

1
,9

4
7.

3
7

48
2
.6

5
3
93

.
48

16
9.

1
9

平
均

値
9
15

.
50

9
63

.
24

38
1
.5

3
3
91

.
54

38
4.

3
4

0
.0

0

1
00

.
00

2
00

.
00

3
00

.
00

4
00

.
00

5
00

.
00

6
00

.
00

H
24

H
25

H
26

H
27

H2
8

当
該

値
5
48

.
16

5
46

.
46

54
5
.5

4
5
35

.
99

5
26

.
89

平
均

値
4
04

.
78

4
00

.
38

39
3
.2

7
3
86

.
97

3
80

.
58

1
08

.
00

1
80

.
00

8
0.

0
0

8
3.

6
0

②
累
積

欠
損

金
比
率

(
％
)

③
流

動
比

率
(
％

)
④

企
業
債

残
高

対
給

水
収

益
比

率
(
％

)

⑤
料

金
回

収
率
(
％

)
⑥
給

水
原

価
(
円

)
⑦

施
設

利
用

率
(
％

)
⑧

有
収

率
(％

)

【
11
4.
35
】

【
0.
79
】

【
26
2.
87
】

【
27
0.
87
】

【
9
0.
22
】

【
5
9.
94
】

【
16
3.
27
】

【
10
5.
59
】

※
　

平
成

2
4
年

度
か

ら
平

成
2
5
年

度
に

お
け
る
各
指
標
の
類
似
団
体
平
均
値
は
、
当
時
の
事
業
数
を
基

に
算

出
し

て
い

ま
す

が
、

管
路

経
年

化
率

及
び

管
路

更
新

率
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
6
年

度
の

事
業

数
を

基
に

類
似

団
体

平
均

値
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

全
体

総
括

　
経

営
は

比
較

的
健

全
で

あ
る

と
考

え
る

。
し

か
し

、
施

設
及

び
管

路
の

老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

計
画

に
沿

っ
た

改
修

を
要

す
る

も
、

減
価

償
却

時
に

そ
の

全
て

を
更

新
す

る
こ

と
は

技
術

的
に

も
経

営
的

に
も

難
し

い
た

め
、

水
道

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
い

た
効

果
的

な
更

新
を

要
す

る
。

　
ま

た
、

今
後

の
給

水
人

口
減

に
対

応
す

る
た

め
、

支
出

分
野

の
見

直
し

と
合

わ
せ

、
水

道
料

金
の

改
定

等
の

必
要

に
応

じ
た

弾
力

的
な

対
策

を
要

す
る

。

「
施

設
全

体
の

減
価

償
却

の
状

況
」

「
管

路
の

経
年

化
の

状
況

」
「

管
路

の
更

新
投

資
の

実
施

状
況

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況
に

つ
い

て

　
法

改
正

の
影

響
は

あ
る

も
の

の
有

形
固

定
資

産
減

価
償

却
率

並
び

に
管

路
経

年
化

率
が

増
加

傾
向

で
あ

る
た

め
、

施
設

及
び

管
路

の
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

。
な

お
、

管
路

更
新

率
は

例
年

類
似

団
体

よ
り

低
い

傾
向

で
あ

る
が

、
H
2
8
年

度
は

同
程

度
で

あ
る

。
　

今
後

は
、

下
水

道
管

路
布

設
に

伴
う

水
道

管
路

更
新

工
事

が
大

幅
縮

小
傾

向
と

な
る

が
、

積
極

的
か

つ
水

道
ビ

ジ
ョ

ン
に

基
づ

く
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

応
じ

た
更

新
を

要
す

る
。

「
料

金
水

準
の

適
切

性
」

「
費

用
の

効
率

性
」

「
施

設
の

効
率

性
」

「
供

給
し

た
配

水
量

の
効

率
性

」

2
.
 
老

朽
化

の
状

況

0.
00

0.
20

0.
40

0.
60

0.
80

1.
00

1.
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H
24

H2
5

H
26

H
27

H2
8

当
該

値
0
.7

8
0
.6

4
0.

37
0
.6

9
0
.7

1

平
均

値
0
.6

7
0
.6

7
0.

66
0
.9

9
0
.7

1

0.
00

1
0.

0
0

2
0.

0
0

3
0.

0
0

4
0.

0
0

5
0.

0
0

6
0.

0
0

H
24

H
25

H2
6

H2
7

H2
8

当
該

値
37

.2
1

3
8.

2
7

4
1.

5
6

4
2.

5
8

4
3.

8
8

平
均

値
38

.0
7

3
9.

0
6

4
6.

6
6

4
7.

4
6

4
8.

4
9

0.
00

5.
00

1
0.

0
0

1
5.

0
0

2
0.

0
0

2
5.

0
0

3
0.

0
0

H
24

H
25

H2
6

H2
7

H2
8

当
該

値
15

.2
3

2
0.

4
3

2
3.

2
5

2
4.

2
4

2
7.

4
0

平
均

値
7.

7
3

8.
87

9
.8

5
9
.7

1
1
2.

7
9

92
.0

0

94
.0

0

96
.0

0

98
.0

0

1
00

.
00

1
02

.
00

1
04

.
00

1
06

.
00

1
08

.
00

H
24

H
25

H
26

H
27

H2
8

当
該

値
97

.
82

1
01

.
44

10
5
.3

2
1
02

.
25

1
05

.
42

平
均

値
98

.
07

9
6.

5
6

10
0
.4

7
1
01

.
72

1
02

.
38

1
30

.
00

1
35

.
00

1
40

.
00

1
45

.
00

1
50

.
00

1
55

.
00

1
60

.
00

1
65

.
00

1
70

.
00

1
75

.
00

1
80

.
00

H
24

H
25

H
26

H
27

H2
8

当
該

値
1
58

.
32

1
52

.
96

14
7
.7

6
1
52

.
46

1
48

.
33

平
均

値
1
72

.
26

1
77

.
14

16
9
.8

2
1
68

.
20

1
68

.
67

0
.0

0

1
0.

0
0

2
0.

0
0

3
0.

0
0

4
0.

0
0

5
0.

0
0

6
0.

0
0

7
0.

0
0

8
0.

0
0

H2
4

H2
5

H
26

H
27

H
28

当
該

値
7
4.

8
7

7
3.

7
8

72
.4

7
71

.
89

7
1.

9
4

平
均

値
5
5.

6
8

5
5.

6
4

55
.1

3
54

.
77

5
4.

9
2

8
2.

2
0

8
2.

4
0

8
2.

6
0

8
2.

8
0

8
3.

0
0

8
3.

2
0

8
3.

4
0

8
3.

6
0

H2
4

H2
5

H
26

H
27

H
28

当
該

値
8
3.

4
2

8
3.

5
0

83
.3

3
83

.
20

8
3.

2
2

平
均

値
8
3.

1
8

8
3.

0
9

83
.0

0
82

.
89

8
2.

6
6

①
有
形

固
定

資
産
減
価
償
却
率
(
％
)

②
管

路
経

年
化
率

(
％

)
③

管
路

更
新
率

(
％

)
【
4
7.
91
】

【
1
5.
00
】

【
0.
76
】
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様
式
第
2
号
（法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資
・
財
政
計
画

（収
支
計
画
）

（
単
位
：
千
円
，
％
）

年
　
　
　
　
　
　
度

前
々
年
度

前
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

決
算

１
．

(A
)

3
8
9
,7
3
0

3
8
5
,4
3
8

3
8
7
,7
9
3

3
8
7
,7
9
2

3
8
5
,8
1
0

3
8
3
,8
2
8

3
8
1
,8
4
6

3
7
9
,6
8
1

3
7
7
,5
1
7

3
7
5
,1
6
9

3
7
2
,8
2
2

3
7
0
,4
7
5

3
6
9
,0
6
1

(1
)

3
7
8
,8
1
4

3
7
9
,2
8
5

3
7
9
,3
2
6

3
7
9
,3
3
2

3
7
7
,3
5
0

3
7
5
,3
6
8

3
7
3
,3
8
6

3
7
1
,2
2
1

3
6
9
,0
5
7

3
6
6
,7
0
9

3
6
4
,3
6
2

3
6
2
,0
1
5

3
6
0
,6
0
1

(2
)

(B
)

1
0
,4
6
8

5
,6
3
8

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

8
,0
0
0

(3
)

4
4
8

5
1
5

4
6
7

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

4
6
0

２
．

6
9
,3
1
3

6
5
,5
1
5

6
7
,9
3
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

6
7
,4
4
0

(1
)

8
,4
9
4

4
,4
3
8

4
,1
4
3

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

6
,3
4
0

8
,4
9
4

3
,4
7
6

3
,5
9
8

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

9
6
2

5
4
5

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

5
5
0

(2
)

6
0
,8
1
9

6
0
,8
9
4

6
3
,5
8
8

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

(3
)

1
8
3

1
9
9

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

2
0
0

(C
)

4
5
9
,0
4
3

4
5
0
,9
5
3

4
5
5
,7
2
3

4
5
5
,2
3
2

4
5
3
,2
5
0

4
5
1
,2
6
8

4
4
9
,2
8
6

4
4
7
,1
2
1

4
4
4
,9
5
7

4
4
2
,6
0
9

4
4
0
,2
6
2

4
3
7
,9
1
5

4
3
6
,5
0
1

１
．

3
9
2
,1
3
7

3
8
3
,8
1
3

4
0
9
,0
4
0

4
0
6
,1
9
4

4
0
6
,8
0
4

4
0
6
,5
1
2

4
0
3
,9
0
8

4
0
4
,1
3
1

4
0
7
,2
3
2

4
0
9
,5
1
4

4
1
1
,1
7
1

4
1
4
,9
1
7

4
1
9
,7
1
9

(1
)

6
0
,3
9
7

6
0
,8
8
5

5
8
,1
8
5

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,3
9
7

6
0
,8
8
5

5
8
,1
8
5

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

6
0
,9
0
0

(2
)

1
3
1
,4
6
6

1
2
2
,4
9
3

1
5
1
,6
8
1

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
3
0
,8
0
0

1
5
,3
5
3

1
5
,9
3
6

1
6
,2
1
7

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

1
5
,9
0
0

3
4
,0
0
8

3
4
,9
4
0

5
0
,3
6
4

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

3
5
,0
0
0

1
,5
0
8

2
,2
9
7

2
,3
7
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

2
,5
0
0

8
0
,5
9
7

6
9
,3
2
0

8
2
,7
3
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

7
7
,4
0
0

(3
)

2
0
0
,2
7
4

2
0
0
,4
3
5

1
9
9
,1
7
4

2
1
4
,4
9
4

2
1
5
,1
0
4

2
1
4
,8
1
2

2
1
2
,2
0
8

2
1
2
,4
3
1

2
1
5
,5
3
2

2
1
7
,8
1
4

2
1
9
,4
7
1

2
2
3
,2
1
7

2
2
8
,0
1
9

２
．

5
1
,4
6
1

4
2
,8
9
8

6
1
,1
4
7

3
9
,8
3
2

3
8
,3
1
3

3
6
,1
9
5

3
4
,1
7
7

3
2
,1
4
2

3
0
,3
0
3

2
8
,4
8
7

2
6
,8
1
8

2
5
,2
2
2

2
3
,6
5
7

(1
)

4
0
,4
7
3

3
8
,4
4
2

3
3
,6
2
3

2
9
,0
8
2

2
7
,5
6
3

2
5
,4
4
5

2
3
,4
2
7

2
1
,3
9
2

1
9
,5
5
3

1
7
,7
3
7

1
6
,0
6
8

1
4
,4
7
2

1
2
,9
0
7

(2
)

1
0
,9
8
8

4
,4
5
6

2
7
,5
2
4

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

1
0
,7
5
0

(D
)

4
4
3
,5
9
8

4
2
6
,7
1
1

4
7
0
,1
8
7

4
4
6
,0
2
6

4
4
5
,1
1
7

4
4
2
,7
0
7

4
3
8
,0
8
5

4
3
6
,2
7
3

4
3
7
,5
3
5

4
3
8
,0
0
1

4
3
7
,9
8
9

4
4
0
,1
3
9

4
4
3
,3
7
6

(E
)

1
5
,4
4
5

2
4
,2
4
2

△
 1
4
,4
6
4

9
,2
0
6

8
,1
3
3

8
,5
6
1

1
1
,2
0
1

1
0
,8
4
8

7
,4
2
2

4
,6
0
8

2
,2
7
3

△
 2
,2
2
4

△
 6
,8
7
5

(F
)

8
,5
3
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(G
)

0
0

2
7
,1
3
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

本
年
度

2
9
年
度

営
業

収
益

3
0
年
度

3
6
年
度

3
7
年
度

3
8
年
度

3
9
年
度

3
1
年
度

3
2
年
度

3
3
年
度

3
4
年
度

3
5
年
度

補
助

金
他

会
計
補
助

金
そ
の

他
補

助
金

長
期

前
受

金
戻

入

そ
の

他

収
入

計
そ

の
他

そ
の

他
減

価
償

却
費

営
業

外
費

用

収 益 的 支 出

営
業

費
用

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

支
払

利
息

支
出

計
経

常
損

益
(C
)-
(D
)

特
別

利
益

特
別

損
失

収 益 的 収 支

収 益 的 収 入

材
料

費 (G
)

0
0

2
7
,1
3
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

(H
)

8
,5
3
3

0
△
 2
7
,1
3
9

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
3
,9
7
8

2
4
,2
4
2

△
 4
1
,6
0
3

9
,2
0
6

8
,1
3
3

8
,5
6
1

1
1
,2
0
1

1
0
,8
4
8

7
,4
2
2

4
,6
0
8

2
,2
7
3

△
 2
,2
2
4

△
 6
,8
7
5

(I
)

0
0

△
 4
1
,6
0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

△
 2
,2
2
4

△
 6
,8
7
5

(J
)

7
1
2
,6
8
4

6
9
6
,2
1
2

2
5
3
,2
4
5

2
4
,5
7
2

2
5
,4
5
4

3
4
,8
7
9

(K
)

1
8
1
,1
2
4

4
1
1
,4
8
7

1
9
8
,9
2
9

1
1
1
,9
8
7

3
3
8
,4
6
2

1
0
8
,8
7
9

6
5
,5
8
7

6
8
,7
0
2

8
2
,1
4
1

( 
I 
)

(A
)-
(B
)

(L
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(M
)

3
7
9
,2
6
2

3
7
9
,8
0
0

3
7
9
,7
9
3

3
7
9
,7
9
2

3
7
7
,8
1
0

3
7
5
,8
2
8

3
7
3
,8
4
6

3
7
1
,6
8
1

3
6
9
,5
1
7

3
6
7
,1
6
9

3
6
4
,8
2
2

3
6
2
,4
7
5

3
6
1
,0
6
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(N
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(O
)

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(P
)

3
7
9
,2
6
2

3
7
9
,8
0
0

3
7
9
,7
9
3

3
7
9
,7
9
2

3
7
7
,8
1
0

3
7
5
,8
2
8

3
7
3
,8
4
6

3
7
1
,6
8
1

3
6
9
,5
1
7

3
6
7
,1
6
9

3
6
4
,8
2
2

3
6
2
,4
7
5

3
6
1
,0
6
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

流
動

負
債

特
別

損
失

特
別

損
益

(F
)-
(G
)

当
年
度
純
利
益
（
又
は
純
損
失
）

(E
)+
(H
)

繰
越
利
益
剰
余
金
又
は
累
積
欠
損
金

流
動

資
産

う
ち

未
収

金

う
ち
建
設
改
良
費
分

う
ち
一
時
借
入
金

う
ち

未
払

金

累
積
欠
損
金
比
率
（

×
1
0
0
）

△
 1
.8

0
0

△
 1
0
.5

△
 0
.6

健
全
化
法
施
行
規
則
第
６
条
に
規
定
す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全
化
法
施
行
令
第
1
7
条
に
よ
り
算
定
し
た

事
業

の
規

模

健
全
化
法
第
2
2
条
に
よ
り
算
定
し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N
）
/
（
P
）
×
1
0
0
)

地
方
財
政
法
施
行
令
第
1
5
条
第
１
項
に
よ
り
算
定
し
た

資
金

の
不

足
額

営
業
収
益
－
受
託
工
事
収
益

(A
)-
(B
)

地
方

財
政

法
に
よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(（
L
）
/
（
M
）
×
1
0
0
)

健
全
化
法
施
行
令
第
1
6
条
に
よ
り
算
定
し
た

資
金

の
不

足
額

-6-



様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
資
本
的
収
支
）

投
資
・
財
政
計
画

（
収
支
計
画
）

（
単
位
：
千
円
）

年
　
　
　
　
　
度

前
々
年
度

前
年
度

区
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

決
算

１
．

6
0
,0
0
0

8
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

2
8
7
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

6
0
,0
0
0

２
．

8
1
2

1
,3
7
6

1
,6
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

３
．

1
8
,0
4
3

1
3
,2
2
5

2
1
,2
4
1

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

1
6
,0
0
0

４
．

５
．

６
．

７
．

4
,6
1
7

８
．

1
8
,8
8
8

2
2
,4
8
7

1
8
,0
0
3

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

1
8
,0
0
0

９
．

6
,6
6
9

1
1
,0
7
1

5
,8
2
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

6
,2
0
0

(A
)

1
0
9
,0
2
9

1
2
8
,1
5
9

1
0
6
,6
6
4

3
2
8
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

(B
)

(C
)

1
0
9
,0
2
9

1
2
8
,1
5
9

1
0
6
,6
6
4

3
2
8
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

1
0
1
,0
0
0

１
．

2
3
0
,0
8
3

2
1
8
,4
4
4

2
0
0
,4
8
4

6
4
8
,8
1
0

1
7
4
,7
1
0

1
8
2
,0
2
0

1
9
3
,7
9
0

2
0
1
,8
2
0

2
0
2
,5
7
2

1
7
7
,3
5
0

1
8
6
,4
8
0

1
9
0
,0
0
0

1
9
0
,0
0
0

２
．

1
0
6
,5
1
5

1
1
1
,9
8
7

3
3
8
,4
6
2

1
0
8
,8
7
9

1
3
2
,9
2
0

1
3
8
,9
2
3

1
4
4
,9
7
2

1
4
0
,4
2
8

1
4
2
,4
8
7

1
3
9
,4
6
5

1
3
8
,8
6
9

1
4
1
,8
4
5

1
4
7
,4
4
1

３
．

４
．

５
．

(D
)

3
3
6
,5
9
8

3
3
0
,4
3
1

5
3
8
,9
4
6

7
5
7
,6
8
9

3
0
7
,6
3
0

3
2
0
,9
4
3

3
3
8
,7
6
2

3
4
2
,2
4
8

3
4
5
,0
5
9

3
1
6
,8
1
5

3
2
5
,3
4
9

3
3
1
,8
4
5

3
3
7
,4
4
1

(E
)

2
2
7
,5
6
9

2
0
2
,2
7
2

4
3
2
,2
8
2

4
2
9
,6
8
9

2
0
6
,6
3
0

2
1
9
,9
4
3

2
3
7
,7
6
2

2
4
1
,2
4
8

2
4
4
,0
5
9

2
1
5
,8
1
5

2
2
4
,3
4
9

2
3
0
,8
4
5

2
3
6
,4
4
1

１
．

2
2
7
,5
6
9

2
0
2
,2
7
2

4
3
2
,2
8
2

4
2
9
,6
8
9

2
0
6
,6
3
0

2
1
9
,9
4
3

2
3
7
,7
6
2

2
4
1
,2
4
8

2
4
4
,0
5
9

2
1
5
,8
1
5

2
2
4
,3
4
9

2
3
0
,8
4
5

2
3
6
,4
4
1

3
9
年
度

企
業

債

う
ち
資
本
費
平
準
化
債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

本
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

3
1
年
度

3
2
年
度

3
3
年
度

3
4
年
度

3
5
年
度

計

そ
の

他

3
6
年
度

3
7
年
度

3
8
年
度

他
会

計
負

担
金

(A
)の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ

れ
る
支
出
の
財
源
充
当
額

純
計

(A
)-
(B
)

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち
職
員
給
与
費

企
業

債
償

還
金

他
会
計
長
期
借
入
返
還
金

他
会
計
へ
の
支
出
金

資 本 的 収 入

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（
都
道
府
県
）
補
助
金

固
定
資
産
売
却
代
金

工
事

負
担

金

資 本 的 収 支 資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に

不
足
す
る
額
  
  
 　
　
  
  
(D
)-
(C
)

損
益
勘
定
留
保
資
金

１
．

2
2
7
,5
6
9

2
0
2
,2
7
2

4
3
2
,2
8
2

4
2
9
,6
8
9

2
0
6
,6
3
0

2
1
9
,9
4
3

2
3
7
,7
6
2

2
4
1
,2
4
8

2
4
4
,0
5
9

2
1
5
,8
1
5

2
2
4
,3
4
9

2
3
0
,8
4
5

2
3
6
,4
4
1

２
．

３
．

４
．

(F
)

2
2
7
,5
6
9

2
0
2
,2
7
2

4
3
2
,2
8
2

4
2
9
,6
8
9

2
0
6
,6
3
0

2
1
9
,9
4
3

2
3
7
,7
6
2

2
4
1
,2
4
8

2
4
4
,0
5
9

2
1
5
,8
1
5

2
2
4
,3
4
9

2
3
0
,8
4
5

2
3
6
,4
4
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

(G
)

(H
)

2
,0
3
0
,4
1
4

1
,9
9
8
,4
2
7

1
,7
1
9
,9
6
5

1
,8
9
8
,0
8
6

1
,8
2
5
,1
6
6

1
,7
4
6
,2
4
3

1
,6
6
1
,2
7
1

1
,5
8
0
,8
4
3

1
,4
9
8
,3
5
6

1
,4
1
8
,8
9
1

1
,3
4
0
,0
2
2

1
,2
5
8
,1
7
7

1
,1
7
0
,7
3
6

○
他
会
計
繰
入
金

（
単
位
：
千
円
）

年
　
　
　
　
　
度

前
々
年
度

前
年
度

区
　
　
　
　
　
分

（
決
算
）

決
算

8
,4
9
4

3
,4
7
6

3
,5
9
8

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

8
,4
9
4

3
,4
7
6

3
,5
9
8

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

5
,7
9
0

8
1
2

1
,3
7
6

1
,6
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
1
2

1
,3
7
6

1
,6
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

9
,3
0
6

4
,8
5
2

5
,1
9
8

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

6
,5
9
0

う
ち
基
準
内
繰
入
金

う
ち
基
準
外
繰
入
金

合
計

3
8
年
度

補
 
財
源
不
足
額

(E
)-
(F
)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

補 財 源

損
益
勘
定
留
保
資
金

利
益
剰
余
金
処
分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

3
9
年
度

収
益
的
収
支
分

う
ち
基
準
内
繰
入
金

う
ち
基
準
外
繰
入
金

資
本
的
収
支
分

3
1
年
度

3
2
年
度

3
3
年
度

3
4
年
度

3
6
年
度

3
7
年
度

3
0
年
度

本
年
度

2
9
年
度

3
5
年
度
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